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研究成果の概要 

 

本年度は, 生体透明化技術を開発するため, まず蛍光乳酸センサーの開発に取り組んだ. そ

の結果, 赤色蛍光乳酸センサーR-iLACCO1 の開発に成功し, その成果を bioRxiv に報告した

（Nasu et al. https://doi.org/10.1101/2022.12.27.522013）. また, 開発した乳酸センサーに関して, 

University of California, San Diego及び Stanford Universityにおいてセミナー発表を行った. また, 

第 45回分子生物学会において招待講演を行った. 
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